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標であり､各地域が公表しているオープンデータを基に測定を行うものである｡世界農業遺

産に認定されている｢能登の里山里海｣には､その自然環境の中で生きる市民の営みが含

められており、その共生社会そのものが環境であると考えている。このため､指標としては

｢LWC指標における暮らしやすさ客観指標の数値｣とすることで､市民が環境と寄り添い共

生することに対する満足度を図ることができることから､本数値を評価指標とする。

(環境→社会）

＜里山里海保全･利活用意職の高揚＞

生活を営むﾌｨｰﾙドである里山里海環境に対して負荷の少ない活動への関心が高ま

り､エシカル消費などをはじめとした環境にやさしい消費行動に関心を持って行動する市民

が増加する効果が期待できる｡このため､指標としては｢里山里海の保全や利活用に関心

のある市民の割合｣とし､里山里海に関心を持ち保全に貢献する市民の行動の拡大を評

価する。

(4)多様なステークホルダーとの連携

モデル事業における位置付け･役割団体｡組織名等

地元企業の地域課題の洗い出し及び解決策の策定

地域課題解決プロジェクトの実施及び支援

七尾商工会議所

能登鹿北商工会

中小企業基轤轄備機構

七尾青年会議所

のと共栄信用金庫

日本政策金融公庫

東京海上日動火災保険

市内各地区の課題の洗い出し及び解決策の策定

地域課題解決プロジェクトの実施及び支援

地域課題のヒアリング内容の策定･調査金沢大学

地域課題のヒアリング調査

課題解決プロジェクトの実施及び支援

43

KPI （社会面における相乗効果等）

指標:里山里海の保全や利活用に関心のある市民の割合

現在(2022年度)：

R5から実施

2025年：

50％
















